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かしこく選ぶ

最
近
、
若
者
や
女
性
の
フ
ア
ン

が
増
え
て
い
る
日
本
酒
。
年
々
輸

出
額
が
伸
び
海
外
で
も
人
気
が
高

ま
る
。
で
も
ま
だ
そ
の
お
い
し
さ

を
知
ら
な
い
と
い
う
あ
な
た
の
た

め
、
日
本
酒
に
関
す
る
数
多
く
の

著
作
が
あ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

山
同
敦
子
さ
ん
に
自
分
好
み
の
美

酒
と
出
合
う
方
法
を
聞
い
た
。

日
本
酒
と
い
う
と

「
べ
た
べ
た

甘
い
」

「
ア
ル
コ
ー
ル
臭
い
」
な

ど
の
印
象
を
抱
く
人
も
い
る
。
以

前
は
糖
類
や
大
量
の
ア
ル
コ
ー
ル

な
ど
が
添
加
さ
れ
、
流
通
段
階
の

管
理
の
悪
さ
も
あ
り
、
実
際
に
こ

う
し
た
酒
が
少
な
く
な
か

っ
た
。

し
か
し
現
在
は
醸
造
技
術
の
発

展
で
全
体
の
酒
質
が
向
上
。
貯
蔵

や
流
通
で
の
温
度
管
理
も
整

っ
て

お
り

「今
は
歴
史
上
最
も
お
い
し

く
手
軽
に
日
本
酒
を
味
わ
え
る
時

代
で
す
」
と
山
同
さ
ん
は
話
す
。

多
様
な
個
性
の
上
質
な
酒
を
楽

し
む
な
ら
、
特
定
名
称
酒
を
選
び

た
い
。
原
料
と
精
米
歩
合
が
国
税

庁
の
定
め
る
要
件
を
満
た
す
酒
で

全
８
種
類
。
ラ
ベ
ル
で
見
分
け
る

な
ら

「純
米
」

「吟
醸
」

「本
醸

造
」
の
い
ず
れ
か
の
語
句
が
あ
る

も
の
を
選
べ
ば
間
違
い
な
い
。

「外
れ
を
引
く
確
率
は
少
な
い

の
で
、
ど
れ
で
も
ま
ず
は
１
本
味

わ

っ
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
山
同
さ

ん
。
例
え
ば
自
分
の
ふ
る
さ
と
、

父
母
の
出
身
地
な
ど
、
自
分
に
関

わ
り
の
あ
る
土
地
の
も
の
を
。

全
体
と
し
て
は
東
西
で
味
わ
い

に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
東
北
や

北
陸
で
育
つ
酒
米
は
五
百
万
石
や

美
山
錦
な
ど
、
わ
せ
で
淡
ぃ
味
が

特
徴
。
こ
う
し
た
米
か
ら
作
る
東

日
本
の
酒
は
あ

っ
さ
り
と
き
れ
い

な
タ
イ
プ
が
多
い
。
あ
ま
り
熟
成

さ
せ
な
い
で
飲
む
傾
向
も
あ
る
。

新
潟
県

・
富
尾
酒
造
の

「〆
張

鶴

純
米
吟
醸

純
」
は
五
百
万
石

を
５０
％
精
米
し
た
酒
。

「さ
ら
り

と
淡
麗
な
味
わ
い
の
中
に
、
優
し

い
う
ま
み
が
あ
る
色
自
美
人
」
と

山
同
さ
ん
。
富
城
県

・
新
澤
醸
造

店
の

「伯
楽
星
　
純
米
吟
醸
」
は

同
県
特
産
の
蔵
の
華
を
５５
％
精
米

し
て
い
る
。
抑
制
の
効
い
た
う
ま

み
と
涼
や
か
な
酸
が
心
地
よ
い
。

一
方
、
西
日
本
は
味
が
濃
く
熟

成
し
た
感
じ
。
お
爛
で
う
ま
い
酒

も
多
い
。
酒
米
で
は
、
山
田
錦
の

原
産
地
が
兵
庫
県
、
雄
町
が
岡
山

県
。
お
く
て
で
味
が
出
て
、
熟
成

す
る
と
さ
ら
に
花
開
く
。

一
度
は
消
え
た
酒
米
の
赤
磐
雄

町
を
復
活
さ
せ
た
岡
山
県

・
利
守

酒
造
の

「赤
磐
雄
町
　
純
米
大
吟

醸
」
は
、
た

っ
ぷ
り
と
し
た
味
と

熟
成
し
た
風
味
が
あ
る
。
佐
賀
県

・
五
町
田
酒
造
の

「東

一
　

山
田

錦
純
米
酒
」
は
、
端
正
さ
の
な
か

に
、
甘
め
で
の
ん
び
り
と
し
た
印

象
の
あ
る
佐
賀
ら
し
い
酒
だ
。

（大
村
美
香
）
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東はあっさりt西は濃厚熟成

食と酒のジヤーナリスト

山同敦子さんに聞く

●
●
〆
張
鶴
　
純
米
吟
醸
　
純

（富
尾
酒
造
）
１
８
０
０
膨
３
千
円
、
７
２
０
”
１
５
０

０
円

●
●
伯
楽
星
　
純
米
吟
醸

（新
澤
醸
造
店
）
１
８
０
０
彫
２
７
７
０
円
、
７
２
０
μ
ｌ
５

０
０
円

０
０
赤
磐
雄
町
　
純
米
大
吟
醸

（利
守
酒
造
）
１
８
０
０
彫
５
千
円
、
７
２
０
形
３
千
円

●
●
東

一　
山
田
錦
純
米
酒

（五
町
田
酒
造
）
１
８
０
０
μ
２
４
０
０
円
、
７
２
０
”
１

２
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
い
ず
れ
も
希
望
小
売
価
格
、
税
抜
き
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Fジ ャケ買い」をしてみる

食と酒のジャーナリスト

質
が
向
上
し
、
味
の
幅
が
広
が

る
に
つ
れ
、
日
本
酒
の
装
い
も
変

ゎ

っ
て
き
た
。
瓶
や
ラ
ベ
ル
の

色
、
デ
ザ
イ
ン
を
通
じ
、
造
り
手

が
思
い
を
表
現
し
て
い
る
。

そ
こ
で
山
同
敦
子
さ
ん
は

「
ジ

ャ
ケ
買
い
を
試
し

て
」
と
勧
め

る
。
ピ
ン
と
来
る
外
見
な
ら
、
中

身
も
き

っ
と
あ
な
た
の
感
覚
に
合

う
は
ず
。

瓶
の
色
も
、
酒
を
知
る
手
が
か

り
に
な
る
。
最
も

一
般
的
な
の
が

濃
い
茶
色
。
次
に
多
い
の
が
緑
色

で
、
純
米
、
純
米
吟
醸
な
ど
、
茶

色
よ
り
高
価
な
酒
で
み
か
け
る
。

透
明
瓶
は
、
濁
り
酒
や
微
発
泡

の
活
性
に
ご
り
な
ど
、
中
の
色
合

い
を
見
せ
た
い
時
に
使
わ
れ
る
。

値
が
張
る
大
吟
醸
や
純
米
大
吟
醸

は
、
黒
や
濃
い
青
、
変
形
と
い

っ

た
瓶
自
体
も
高
い
も
の
で
高
級
感

を
出
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

夏
に
発
売
さ
れ
る
酒
は
、
斬
新

な
デ
ザ
イ
ン
が
目
立
つ
。
日
本
酒

に
は
秋
冬
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、

飲
む
機
会
が
減
る
夏
の
需
要
開
拓

の
た
め
、
味
も
ラ
ベ
ル
も
様
々
な

新
し
い
試
み
の
商
品
を
酒
蔵
が
発

売
す
る
の
だ
。

９
月
と
は
い
え
、
ま
だ
こ
の
時

期
は
店
頭
で
夏
酒
を
見
つ
け
る
こ

と
も
で
き
そ
う
。
残
念
な
が
ら
売

り
切
れ
て
い
た
ら
来
夏
に
ぜ
ひ
。

京
都
府

・
木
下
酒
造
の

「玉
川

純
米
吟
醸
　
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
カ

ー
　
無
濾
過
生
原
酒
」
は
、
ブ
ル

ー
の
瓶
に
ペ
ン
ギ
ン
が
描
か
れ
た

ラ
ベ
ル
。
味
わ
い
は
濃
厚
で
、
ロ

ッ
ク
で
飲
む
想
定
の
酒
だ
が

「
ソ

ー
ダ
割
り
や
お
爛
も
お
い
し
い
」

と
山
同
さ
ん
。

透
明
瓶
に
カ
ブ
ト
ム
シ
の
イ
ラ

ス
ト
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
だ

け
な
の
は
、
栃
木
県

・
せ
ん
き
ん

の

「慨
驚
　
か
ぶ
と
む
し
」
。
甘

酸

っ
ば
く
う
ま
み
が
あ

っ
て
、
ソ

ー
ダ
割
り
や
ロ
ツ
ク
も
い
い
。

秋
に
発
売
さ
れ
る
酒

の
中

で

は
、
福
岡
県

・
み
い
の
寿
の

「
三

井

の
寿
　
秋
純
吟
　
ポ
ル
チ
ー

ニ
」
が
ュ
ニ
ー
ク
。
可
愛
ら
し
い

キ
ノ
コ
の
絵
が
ラ
ベ
ル
に
あ
る
だ

け
。

「
ト
リ

ュ
フ
の
よ
う
な
香
り

で
、
秋
の
味
覚
に
合
わ
せ
た
い
」

富
城
県

・
萩
野
酒
造
の

「萩
の

鶴
　
メ
ガ
ネ
専
用
　
特
別
純
米

酒
」
は
、
蔵
元
は
じ
め
蔵
人
全
員

が
メ
ガ
ネ
を
か
け
て
い
る
こ
と

と
、
１０
月
１
日
が
日
本
酒
の
日
か

っ
メ
ガ
ネ
の
日
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
。
中
身
は
ま
じ

め
に
造

っ
た
正
統
派
。
酸
が
利
い

て
シ
ャ
ー
プ
な
味
は
合
わ
せ
る
料

理
を
選
ば
な
い
。
　

（大
村
美
香
）
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●
●
玉
川
　
純
米
吟
醸
　
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
カ
ー
　
無
濾
過
生
原
酒

（木
下
酒
造
）
１

８
０
０
″
３
千
円
、
５
０
０
膨
１
１
０
０
円

●
●
仙
禽
　
か
ぶ
と
む
し

（せ
ん
き
ん
）
１
８
０
０
”
３
１
０
０
円
、
７
２
０
膨
１

５
５
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

０
〇
三
井
の
寿
　
秋
純
吟
　
ポ
ル
チ
ー
ニ

（み
い
の
寿
）
１
８
０
０
膨
２
６
０
０

円
、
７
２
０
ジ
ー
３
０
０
円

●
●
萩
の
鶴
　
メ
ガ
ネ
専
用
　
特
別
純
米
酒

（萩
野
酒
造
）
１
８
０
０
膨
２
９
０
０

円
、
７
２
０
膨
１
５
５
０
円
　
　
　
　
　
＝
い
ず
れ
も
希
望
小
売
価
格
、
税
抜
き
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ヽ
，カ

レンドは甘日、ほどよぃ酸
ト

今
の
日
本
酒
に
お
け
る
ト

ッ
プ

ト
レ
ン
ド
は
、
甘
口
だ
・と
山
同
敦

子
さ
ん
は
言
う

戦
後
は
ア
ル
コ
ー
ル

や
糖
類
な

ど
を
添
加
し

、
後
口
が
ベ
タ
リ
と

甘
く
て
重
い
酒
が
市
場
の
大
勢
を

占
め
た
。
こ
れ
に
対
す
る
ア
ン
チ

る
酒
が
合
う
。
酸
に
は
味
の
・骨
格

７
月
、
全
匡
σ
イ
Ｆ

′

を
作
り
、
引
き
締
め
る
役
割
が
あ

「仙
台
日
本
酒
サ
ミ
ッ
ト
」
で
、

テ
ー
ゼ
で
、
１
９
７
０
年
代
後
半

の
地
酒
ブ
ー
ム
以
降
は
淡
麗
辛
口

が
人
気
を
集
め
た
。
し
か
し
醸
造

技
術
が
向
上
し
原
材
料
の
質
も
上

が

っ
た
近
年
で
は
、
甘
み
の
質
を

ャ

　

　

↓
ｅ

いン

子

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
造
れ
る
よ
う

酒の

敦

と

同

に
な
り
、
甘
く
て
さ
わ
や
か
な
軽

食

‥

４
＝
μ

い
飲
み
心
地
の
酒
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ

ィ
ト
が
あ
た
る
。

も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
酸
。

産
地
で
は
、
全
国
新
酒
鑑
評
会

の
金
賞
受
賞
数
が
５
年
連
続
日
本

一
を
記
録
し
て
い
る
福
島
県
に
注

目
が
集
ま
る
。
元
々
多
彩
な
酒
を

生
み
出
し

「味
の
デ
パ
ー
ト
」
と

肉
や
乳
製
品
を
使
う
脂
肪
分
の
多

い
料
理
に
は
、
ほ
ど
よ
く
酸
の
あ

中
で
も
話
題
な
の
が
、

醸
の

「篤
楽
　
純
米
酒
」

０
０
罵
集
　
純
米
酒

（富
泉
銘
醸
）
１

０
０
獅
子
の
里
　
活
性
純
米
吟
醸
生
酒

●
●
自
隠
正
宗
　
誉
富
士
生
翫
純
米
酒

０
”
１
３
２
５
円

８
０
０
彪
２
６
０
０
円
、
７
２
０
膨
１
３
０
０
円

鮮

（松
浦
酒
造
）
５
０
０
ン
ー
８
０
５
円

（高
嶋
酒
造
）
１
８
０
０
彪
２
６
５
０
円
、
７
２
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ヽ
　

な

っ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

「３
千
円
未
満

（
一
升
瓶

）
の

部
」
の
１
位
を
獲
得
し
た
。
甘
さ

と
ほ
ど
ょ
ぃ
酸
が
あ
る
チ
ャ
ー
ミ

ン
グ
な
味
わ
い
。

松
浦
酒
造
の

「獅
子

の
里
　
活
性
純
米
吟
醸
生
酒

鮮
」
は
、
酵
母
を
生
き
た
ま
ま
瓶

詰
め
し
て
瓶
内
二
次
発
酵
さ
せ

酒
。
グ
ラ
ス
に
注
ぐ
と
泡
が
は
じ

け
て
、
青
リ
ン
ゴ
の
よ
う

な
爽
快

な
香
り
が
す
る
。

「乾
杯
に
は
最

適
」
と
山
同
さ
ん
。

も
う

一
つ
ヽ
ナ
チ

ュ
ラ
ル
志
向

ま
た
炭
酸
飲
料
を
よ
く
飲
む
影

響
か
ら
、
爽
快
な
発
泡
タ
イ
プ
も

人
気
だ
。

言
わ
れ
た
が
、
最
近
は
甘
酸
つ

″
よ

さ
で
人
気
の
酒
が
多
い
。

か
ら
自
然
の
乳
酸
菌
を
取
り
込
む

誉
配
の
フ
ァ
ン
も
増
ぇ
て
い
る
。

富
泉
銘

静
岡
県

・
高
嶋
酒
造
の

「自
隠
正

。
今
年

　

宗

誉
富
士
生
翫
純
米
酒
」

は

「
ゅ
る
り
と
癒
や
さ
れ
る
生
翫
。

後
味
は
す
っ
き
り
と
ド
ラ
イ
。
ぬ

る
側
に
は
ま
る
人
が
多
い
」

貴
醸
酒
は
水
の
代
わ
り
に
日
本

酒
を
使

っ
て
仕
込
ん
だ
酒
で
、
甘

さ
が
際
立
つ
。
広
島
県

・
榎
酒
造

の

「華
鳩
　
貴
醸
酒
８
年
貯
蔵
」

は
琥
理
色
の
極
甘
口
。
フ
オ
ア
グ

ラ
と
貴
腐
ワ
イ
ン
を
合
わ
せ
る
仏

料
理
の
定
番
に
倣
い
、
フ
オ
ア
グ

ラ
や
あ
ん
肝
と
合
わ
せ
る
と
魅
惑

の
マ
リ
ア
ー
ジ

ユ
。
中
国
料
理
と

も
よ
く
合
ぅ
。
　

　

（大
村
美
香
）

●
●
華
鳩
　
貴
醸
酒
８
年
貯
蔵

（榎
酒
造
）
５
０
０
″
２
千
円
、
３
０
０
”
１
２
０
０

円
、
１
８
０
膨
８
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
い
ず
れ
も
希
望
小
売
価
格
、
税
抜
き
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日
本
酒
の
世
界
は
伝
統
的
に
経

営
は
蔵
元
、
酒
造
り
は
杜
氏
と
蔵

人
と
い
う
分
業
制
だ
。
杜
氏
は

一

般
企
業
で
い
え
ば
工
場
長
に
あ
た

り
、
社
長
で
あ
る
蔵
元
と
相
談
し

な
が
ら
、
現
場
の
最
高
責
任
者
と

し
て
ス
タ

ッ
フ

（蔵
人
）
を
ま
と

め
、
酒
造
り
に
携
わ

っ
た
。

し
か
し
売
り
上
げ
が
減
少
し
杜

氏
を
雇
え
な
い
逆
境
で
、
蔵
の
後

継
ぎ
が
自
ら
醸
造
現
場
に
入
る
酒

蔵
も
出
て
き
た
。
こ
の
蔵
元
杜
氏

に
よ
り
、
１
９
９
０
年
代
後
半
ご

ろ
か
ら
革
新
的
な
味
わ
い
の
酒
が

誕
生
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

成
功
例
が
刺
激
と
な
り
、
６０
年

代
半
ば
以
降
生
ま
れ
の
蔵
の
後
継

ぎ
た
ち
が
次
々
と
酒
を
醸
し
、
個

性
あ
ふ
れ
る
酒
を
発
表
。
熱
烈
な

フ
ァ
ン
を
得
て
い
る
。

「現
代
の

日
本
酒
は
、
造
り
手
で
選
ぶ
と
断

然
面
白
い
」
と
山
同
敦
子
さ
ん
。

二
重
県

・
木
屋
正
酒
造
の
大
西

唯
克
さ
ん
（４２
）
は
初
め
て
自
分
で

造

っ
た
酒
が
地
酒
専
門
店
や
居
酒

屋
な
ど
で
大
人
気
に
。

「而
今

純
米
吟
醸
　
山
田
錦
」
は
上
質
な

甘
さ
、
そ
れ
よ
り
わ
ず
か
に
控
え

め
な
酸
の
バ
ラ
ン
ス
が
絶
妙
。

島
根
県
の
王
緑
酒
造
の
蔵
元
杜

氏
、
石
原
丈
径
さ
ん
（５２
）
は
酒
造

り
の
期
間
は
蔵
に
こ
も
り
、
造
り

に
没
頭
す
る
。
ブ
レ
ン
ド
や
濾ろ
か

を
せ
ず
、
す
べ
て
生
酒
か
生
詰
め

で
作
家
性

の
強
い
酒
を
発
表
。

「
２８
Ｂ
Ｙ
丈
径
　
生
原
酒
」
は
う

ま
み
の
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
、
す

っ
き
り
と
し
た
酸
で
切
れ
、
疾
走

感
あ
る
味
わ
い
。

ま
た
各
県
の
若
い
蔵
元
ら
が
グ

ル
ー
プ
を
組
み
、
イ
ベ
ン
ト
を
し

た
り
共
同
醸
造
し
た
り
と
い
う
活

動
も
盛
ん
。
広
島
県
の

「
魂
志

会
」
、
富
城
県
の

「
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｅ

Ｓ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
」
、
長
野
県
佐
久
地

域
の

「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
ｌ３
」
、
山
形
県

の

「山
川
光
男
」
な
ど
が
あ
る
。

中
で
も
秋
田
県
の

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

５
」
は
日
本
酒
人
気
を
リ
ー
ド
す

る
ユ
ニ
ッ
ト
。

「ゆ
き
の
美
人
」

「
春
霞
」

「
山
本
」

「
新
政
」

「
一
自
水
成
」
の
５
銘
柄
の
蔵
元

で
毎
年
共
同
醸
造
酒
を
発
表
。
ボ

ト
ル
デ
ザ
イ
ン
も
斬
新
だ
。

メ
ン
バ
ー
の

一
人
、
新
政
酒
造

の
佐
藤
祐
輔
さ
ん
（４２
）
は
発
信
力

の
あ
る
蔵
元
の
代
表
。
軽
や
か
な

味
わ
い
、
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
な

ど

「
日
本
酒
の
新
し
い
世
界
を
創

造
し
て
い
る
」
。

「
コ
ス
モ
ス
ラ

ベ
ル
」
は
秋
田
の
酒
米

・
改
良
信

交
を
用
い
た
本
桶
仕
込
み
。　
．

「今
回
紹
介
し
た
酒
は
、
人
気

が
高
く
少
量
生
産
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
す
ぐ
に
入
手
は
難
し
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
銘
柄
を
取

り
扱
う
酒
販
店
と
じ

っ
く
り
信
頼

関
係
を
築
く
こ
と
を
勧
め
ま
す
」

と
山
同
さ
ん
は
話
し
て
い
る
。

（大
村
美
香
）

時代を切り開く造り手に注目

食と酒のジャーナリスト

山同敦子さんに聞く

●
●

「
而
〈
フ　
純
米
吟
醸
　
山
田
錦
」

（木
屋
正
酒
造
）
１
８
０
０
膨
３
４
０
０
円
、
７

２
０
μ
ｌ
７
０
０
円
０
０
大
西
唯
克
さ
ん

●
●

「２８
Ｂ
Ｙ
丈
径
　
生
原
酒
」

（王
隷
酒
造
）
１
８
０
０
”
３
８
７
０
円
、
７
２
０
膨

２
千
円
〇
●
石
原
丈
径
さ
ん

０
０

「
コ
ス
モ
ス
ラ
ベ
ル
」

（新
政
酒
造
）
７
２
０
膨
２
７
７
８
円
●
●
佐
藤
祐
輔
さ
ん

＝
い
ず
れ
も
希
望
小
売
価
格
、
税
抜
き
。
顔
写
真
は
す
べ
て
山
同
さ
ん
撮
影
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「
日
本
酒
に
な
じ
み
の
な
い
人

は
、
普
段
自
分
が
よ
く
飲
む
酒
を

参
考
に
し
て
選
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
ぅ
」
と
山
同
敦
子
さ
ん

は
言
う
。
現
代
の
生
活
で
は
、
ビ

ー
ル
や
ヮ
イ
ン
な
ど
冷
た
い
酒
に

な
じ
ん
で
い
る
人
が
多
い
。
日
本

酒
は
初
め
て
と
い
う
人
は
、
冷
や

し
て
飲
む
タ
イ
プ
を
選
ぶ
方
が
違

和
感
が
少
な
い
だ
ろ
う
。

自
ヮ
イ
ン
が
好
き
な
人
は
、
酸

が
利
ぃ
た
さ
ゎ
ゃ
か
な
も
の
を
。

本
格
焼
酎
が
好
み
の
人
は
、
キ
レ

の
よ
い
辛
ロ
タ

イ
プ
が
オ
ス
ス

メ
。　
一
般
的
に
日
本
酒
度
で
＋
の

値
が
高
い
方
が
辛
日
に
な
る
。
ま

た
チ

ュ
ー
ハ
イ
が
好
き
な
人
は
、

微
発
泡
や
甘
酸

っ
ば
ぃ
タ
ィ
プ
を

選
ぶ
と
い
い
。

普段飲む酒を参考にしてみる

食と酒のジャ_ナ リス ト

山同敦子さんに聞く

裟

ネ

肇

醸

●
●

「会
津
娘

特
別
純
米
酒

円
、
７
２
０
膨
１
７
０
０
円

―
―
・
輩
蘇

■
１
１
　

・
２
睡
Ｆ

（（一
上
ミ
】

Ｉ
ふ
さ
濃
ヽ

琥
刻
　
２
０
１
４
」

（富
田
酒
造
）
７
２
０
”
１
８
０
０
円

無
為
信
」

（高
橋
庄
作
酒
造
店
）
１
８
０
０
”
３
４
０
０

＝
い
ず
れ
も
希
望
小
売
価
格
、
税
抜
き

自
然
派
ヮ
イ
ン
を
飲
み
つ
け
て

い
る
人
に
は
、
酒
の
造
り
方
に
共

通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
、
福
島
県

・
高
橋
庄
作
酒
造
店
の
「会
津
娘

特
別
純
米
酒

鰤
か
鏡
」
を
試

し
て
は
し
い
。

地
元

・
会
津
若
松
市
の
自
営
田

な
ど
で
有
機
栽
培
し
た
五
百
万
石

を
使
用
。

「派
手
さ
は
な
い
が
、

上
質
な
普
段
着
の
よ
う
な
素
朴
で

伸
び
の
よ
い
味
わ
い
。
野
菜
の
煮

物
な
ど
、
手
を
か
け
た
家
庭
料
理

と
楽
し
み
た
い
」
　

（大
村
美
香
）
　

・

●
●

「
ゅ
き
の
美
人

純
米
吟
醸
　
秋
し
ぼ
り
た
て
生
酒
」

（秋
田
醸
造
）
１
８
０
０
ン
２

７
０
０
円
、
７
２
０
ン
ー
３
５
０
円

●
●

「賀
茂
金
秀

特
別
純
米
１３
」

（金
光
酒
造
）
１
８
０
０
”
２
６
０
０
円
、
７
２
０
″

１
３
０
０
円

０
０

「
七
本
鎗

山
廃
純
米



ミ

■
■
■

‐
日
■
■

日
一


